
　瀬戸内海の海岸を歩くと日常生活で使われているプラスチック製品や当海域で使用されているプラ
スチック製漁業資材が大量に漂着しています。それらはいったいどこから来るのでしょうか？瀬戸内
海の海面と海岸の広域調査から，さらには河川流域にまで遡ってその起源を探ってみました。
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瀬戸内海とその周辺陸上

■本研究の目的
　本研究では，瀬戸内海における海洋ごみ対策のための適切な社会システムの実現を目指して，海洋ごみの現状・問題点について市民
と連携した調査を実施し，瀬戸内海海岸および海面に漂着散乱・浮遊する海洋ごみ（漂着ごみ，浮遊ごみ）の時間的，空間的分布を把
握することを目的としています。ここでは瀬戸内海における海洋ごみの実態を，発生，漂流，堆積といった流れに沿って紹介します。

移動移動

目的別調査手法
i. 海洋ごみの時間的漂着特徴の把握／海岸漂着ごみ定期モニタリング
ii. 海岸漂着ごみの空間的分布の把握
　・水辺の漂着散乱ごみ指標評価手法（漂着ごみの分布と総量）
　・指標漂着物法（特定品目の漂着分布，ディスポーザブルライターを使った海洋ごみの流れの推定）
　・微小漂着物法（プラスチックの破片化，微小漂着物の構成）
iii. 海面浮遊物の構成の把握
　・海面浮遊ごみ目視観測
　・ニューストンネット（微小物）
iv. 河川散乱ごみの分布と総量，起源／水辺の漂着散乱ごみ指標評価手法
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　瀬戸内海の海中に浮遊しているごみの実態は，まだわかっていません。ただし，プラスチックシート・
フィルム系のごみは水面下を漂っており，海面から見えない深さにも多くのごみが漂っていることが予想
されます。またごみは海中を移動しながら沈降し，止水域で海底に堆積して行くと考えられます。
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▲瀬戸内海外起源の海洋ごみの漂着地点 (2006)

▲瀬戸内海周辺 13府県を起因地とするディスポーザブルライターから見た瀬戸
内海における海洋ごみの流れ
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▲発泡スチロール破片の
県別漂着散乱平均密度（個／m２）

▲瀬戸内海に流入する６河川の指標
評価ランク（区間平均ランク）の比較
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　自動車は、ごみを水辺に
運びます。その移動方向は
水のように一定方向ではあ
りません。写真は，河川敷
に投棄されたごみです。

▲瀬戸内海特有のカキ養殖用パイプ，まめ管の県別漂着密度の比較
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▲水辺の指標評価法による高ランク海岸の分布

▲水辺の指標評価法による海域別海岸ランクの比較

▼瀬戸内海東部４定点（兵庫県赤穂市，淡路市室津，
淡路市東浦，香川県東かがわ市）で採集されたディ
スポーザブルライターの起因地の分布
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▲瀬戸内海における海面浮遊ごみの構成割合
（2007.May，目視調査結果 ) ▲海域別海面浮遊ごみ漂流密度

紀伊水道

播磨灘
備讚瀬戸

備後灘

燧灘安芸灘

伊予灘

豊後水道

周防灘

大阪湾

2007.3
2007.6

2007.5
2006.50

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

航海

漂
流
密
度
（
個
／
km

２
）

海域

その他 1.0%
レジンペレット 0.4%
フィルム状プラスチック破片 0.4%
徐放性肥料カプセル 1.8%
硬質プラスチック破片 1.9%
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▲瀬戸内海における
微小プラスチック
（1mm以上）の構成割合
（2007，247地点 )

海底は，海面と同じく面積が広く，起伏に富み，視程もないことから，堆積したごみの把握が難しく，漁業権や
海底地形，水圧，潮流の影響により回収は，海岸と違ってかなり難しいと言えます。
（環境省中国四国地方環境事務所（2008.2.13) 瀬戸内海海底ごみ実態把握調査結果中間報告書より試算）

海中浮遊ごみ総量　　　？

海底堆積ごみ総量　推定 8,500 ton
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▲瀬戸内海海岸漂着散乱ごみの構成（2007ICCより／ JEAN）

　河川に散乱するごみの密度は，下流域
で高くなる傾向がありますが，上流部に
高密度に散乱している河川もあり，ごみ
の発生源が河川流域全体であることがわ
かります。

　ライターの分類結果より，瀬戸内
海の海岸に散乱するごみの起因地は，
海岸部だけでなく，広く内陸部にも
及んでいることがわかりました。
　また起因地と漂着地の関係から，
瀬戸内海における海洋ごみの流れは，
東部は兵庫県，西部は山口県，愛媛
県に集積することがわかります。

　瀬戸内海には，豊後水道，紀伊水道，関門海峡
を経て海外起因の海洋ごみが流入してきます。そ
の影響は，紀伊水道は大阪湾，豊後水道は伊予灘
までであり，瀬戸内海中央部には到達していませ
ん。

　海面浮遊物は，中央部で密度が高く，その構成は，海岸とは異なり，フィルム状プラスチッ
クが２／３を占めます。また海面を浮遊する微小ごみの割合は，海岸同様発泡スチロール破片
が全体の２／３を占め，徐放性肥料カプセルや人工芝の破片なども確認されています。
　

　瀬戸内海の海岸に漂着散乱するごみの特徴は，一般生活系ごみだけで
なく，漁業を起源とするごみも多いことが上げられます。これらは，海
岸に放置されることにより，紫外線や波浪の影響により微細化します。
特に海面養殖漁業で用いられる発泡スチロール製フロートの破片化が顕
著で，広島県海岸で密度が高くなっています。また農業で使用される徐
放性肥料カプセルは，レジンペレットより多く漂着していることがわか
りました。

表1　漂着散乱ごみ指標評価ランク表

(35L)
0 0 ゴミがない
T 1/8 ゴミがほんの少しある
1 1/4 ゴミがある
2 1/2 ゴミがちらほら見える
3 1 ゴミがまばらに見える
4 2 ゴミが多い
5 4 ゴミが大変多い
6 8 ゴミが非常に多い
7 16 ゴミでほぼ覆われている
8 32 ゴミで覆われている
9 64 ゴミが山になっている
10 128 ゴミが山になっている

評価
ランク

袋数 漂着ゴミ状況の表現
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海面漂流ごみ総量　推定 600 ton

河川散乱ごみ確認総量
11水系

　42.7 ton

海岸漂着ごみ総量
 推定 2,700 ton


